
川崎市の協働の取組

川崎市副市長 三浦
淳



川崎市の紹介
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●面積：１４４.３５平方キロ
メートル

●人口 ：１,４６１,０４３人
（2014年10月１日現在）

●世帯数：６８７,８４３世帯
（2014年10月１日現在）

※人口及び世帯数は2010年国勢調査を基数として推算

●市内総生産：５兆１,２２１億
円

（2011年度）

川崎市の概要川崎市の概要
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羽田に隣接、アジアの結節点としての川崎羽田に隣接、アジアの結節点としての川崎
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食品技術開発センター
創薬研究センター

日本冶金工業
川崎製造所

、川崎製造所

パイオニア

本社

昭和電工

川崎製造所・樹脂総合研究所

旭化成ケミカルズ

川崎製作所

神奈川支社（川崎支店）

メルセデス・ベンツ

メルセデス・ベンツＲ＆Ｄ川崎

総合研究所

長谷川香料

川崎支社

大同特殊銅
（川崎テクノセンター）

東亜石油
（本社）

富士電機システムズ
（川崎工場）

日本アイ・ビー・エム株式会社
新川崎事業所

日本電産

中央モーター基礎技術研究所

小向事業所-研究開発センター-マイクロエレクトロニクスセンター-ソフトウェア技術センター
浜川崎工場
スマートコミュニティセンター
半導体研究開発センター
半導体ｼｽﾃﾑ技術センター分室

川崎市に立地する世界的企業川崎市に立地する世界的企業
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川崎の強みと特徴 ～グリーンイノベーション～

◎環境技術・産業の集積

・公害対策をはじめとした環境問題に取り組んできた結果、低炭素・公害対策・

資源循環・エネルギー等に係る多くの環境技術・産業が集積

環境技術・環境産業を活かしたサステナブル・シティの創造

めざす姿

公害を克服し環境改善

◎「環境」と「経済」の調和と好循環の取組

・国際環境技術展の開催
・低ＣＯ２川崎ブランドの
認定など

【国際環境技術展の様子】

グリーンイノベーショングリーンイノベーション
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川崎の強みと特徴 ～ウェルフェアイノベーション～

◎先導的に福祉・介護産業の振興及び
育成を実施

・高齢化の進展等に伴って需要の高まりが

見込まれる「福祉産業」の振興施策をいち
早く展開

◎地域資源である優れた技術を活用

・福祉産業の振興にあたり、地域資源

である優れた技術を有する製造業者
を活用

福祉や介護産業の振興による「力強い産業都市」と、高齢者や障害者が
安心して暮らせる「安心いきいき社会」の実現

めざす姿

川崎基準（ＫＩＳ）認証福祉製品を
展示する「かわさき福祉開発センター」

" Prof. Sankai University of Tsukuba 
/  CYBERDYNE Inc. “

『ROBOT SUIT』(ロボットスーツ)、
『ROBOT SUIT HAL』
(ロボットスーツHAL)、
『HAL』（ハル）、
『Hybrid Assistive Limb』は、
日本国または外国における
CYBERDYNE(株)
の登録商標です。

川崎市とＣＹＢＥＲＤＹＮＥ株式会社で包括協定を締結

ウェルフェアイノベーションウェルフェアイノベーション
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＜第２段階整備＞・・・②

＜第４段階整備＞・・・④

④

国内外に向けた情報発信
世界的な科学雑誌
「ｎａｔｕｒｅ」、
「Science」に掲載

・KING SKYFRONTや市内企
業、研究機関などを紹介

羽田空港

・再生医療による脊椎損傷やアルツハイ

マー治療などの先端医療の実現を目指す

＜第１段階整備＞・・・①

NOGマウス／ヒト化マ
ウス

コモンマーモセット

「ｎature」
2009.5.28号

実中研 再生医療・
新薬開発センター
平成23年7月運営開始

川崎生命科学・環境研究
センター（ＬｉＳＥ）
平成25年3月運営開始

(仮称)ものづくりナノ医療
イノベーションセンター
平成26年度 竣工予定

・医療機器の評価・開発
・国内外の医師が医療機器のトレーニング
で利用 など

・東大、東工大、富士フイルム、ニコン等

の産学官による「ナノ医療」研究開発など

(公社)日本アイソトープ協会
平成28年度 竣工予定

ジョンソン・エンド・ジョンソン㈱
東京サイエンスセンター
平成26年度 竣工予定

・アイソトープ製品の試験・研究開発、供給

関連業務、普及啓発等

・神奈川県が整備する再生・細胞医療分野

の研究開発センター

・医薬品、食品等の品質、安全性並びに有効性の評

価に関する試験・研究を実施

・地方衛生研究所や検疫所に技術指導を行うほか、

世界各地からの研究者の受入、研修等を実施

○健康安全研究所との連携による市民生活に密
接に関連する食品などの安全確保や市民の生
活環境の維持・向上への貢献に期待

全日空㈱ 第２期 管理棟 1,000人
第３期 オフィス棟 3,000人

(仮称)ライフイノベーションセンター
平成28年度 竣工予定

国立医薬品食品衛生研究所
平成28年度 竣工予定

屋上

１階

２階

３階

４階

「民間ラボ」
「(財)神奈川科学技術アカデミー」

「㈱エスアールエル」
「㈱天然素材探索研究所」

環境総合研究所

健康安全研究所

共用施設（会議室、カフェ等）

クリエートメディック（株）
平成28年度 竣工予定

・シリコン製カテーテル等の研究開発など

羽田空港の対岸に位置する「ＫＩＮＧ ＳＫＹＦＲＯＮＴ」（約40ha）を
中核として革新的医薬品・医療機器の開発・製造と健康関連産業の創出をめざす

ライフイノベーションライフイノベーション
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音楽のまち・かわさ
き

映像のまち・かわさ
き

ミューザ川崎シンフォニーホール

音楽教育機関写真 （左から昭和音楽大学・洗足学園音楽大
学）

フランチャイズオーケストラ「東京交響楽団」

おんまち♪みぞのくちライブ

アジア交流音楽祭

●「音楽のまち・かわさき」推進協議会

【第6８回毎日映画コンクール表彰式開催】
【映像を通じた教育】

【ロケ支援】

＊優れた
人材を数
多く映画
界に輩出

●日本映画大学

●市内小学校での映像制作活動支援
＊映像を読
み解く力を
身に付ける
ことなどを
目的
映画監督に
よる授業風
景

市役所をはじめ市の施設
が警察署などとして、ロ
ケ撮影に使われています

＊川崎市ではロケが盛ん
に行われている

＊表彰式を
歓迎するさ
まざまなイ
ベントを開
催

受賞者によるオープニングセレモニー

＊2014.2.13 ミューザ川
崎
シンフォニーホールで開
催

フェスタ サマーミューザ

●全国の音楽学部在校生の約16％が市内音楽大学の在校生
（H25年学校基本調査より）

交流の響き

「芸術・文化」 の発信都市 かわさき「芸術・文化」 の発信都市 かわさき
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グローバル課題とローカル課題
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経済・雇用対策経済・雇用対策

日本の課題解決へ向けた取組が国際社会のモデルへ日本の課題解決へ向けた取組が国際社会のモデルへ

環境・エネルギー政策環境・エネルギー政策

高齢化や環境･エネルギー政策など世界共通の課題を抱える課題先進国高齢化や環境･エネルギー政策など世界共通の課題を抱える課題先進国

少子・高齢化対策少子・高齢化対策 高度情報化への対応高度情報化への対応

人口・食糧問題世界経済の懸念 資源・エネルギー問題地球環境問題

国土強靭化対策国土強靭化対策

グローバル課題とローカル課題グローバル課題とローカル課題
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多様な主体との協働の取組
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①「特徴」と「強み」を活かす①「特徴」と「強み」を活かす

②「地域価値」の向上②「地域価値」の向上

③「先端・トップランナー・フロンティア」をめざす③「先端・トップランナー・フロンティア」をめざす

協働の取組の基本的な考え協働の取組の基本的な考え
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■首都圏の中央に立地■首都圏の中央に立地

■利便性（交通、生活、商業、教育、文化、医療など）■利便性（交通、生活、商業、教育、文化、医療など）

■文化・芸術、スポーツ、自然の資源■文化・芸術、スポーツ、自然の資源



協定・覚書の締結
企業や大学と包括協定や個別協定などを締結し、具

体的な地域課題解決の取り組みを進めている。

・企業等との協定：１５９件

・大学等との協定： ４１件

・多様な主体との協働・連携を推進する

・市民間の協働・連携に対する支援の枠組みを整える

今後の方向性

多様な主体との協働・連携多様な主体との協働・連携

13



【連携・協力の対象分野】
（１） ICTを活用したまちづくり
（２） 世界に飛躍する次世代への多様な人材育成
（３） 活力あるコミュニティの形成
（４） 環境にやさしいまちづくり
（５） 最先端技術を活用した国際貢献と産業振興の推進

富士通株式会社

ビッグデータ・オープンデータの活用に関する調査・研究や理系人材の育成、小・中学生への理
科教育等の支援やスポーツ教室の開催など具体的な連携事業の実施

（株）セブン-イレブン・ジャパン

●安心して暮らしていくためのまちづくり
●地球に優しいまちにしていく
●市民の生活利便性の向上に向けて

など

川崎読売会

●川崎市域への地域貢献のために川崎
読売会が組成する基金に関すること

●川崎市域における読売グループと連
携した事業に関すること など

東京新聞川崎東京会

●安心して暮らしていくためのまちづくりに関
すること
●こどもの健全な育成に関すること
●川崎の魅力の育成・発信に関すること など

日本郵便（株）

●安全に暮らしていくためのまちづくりに
関すること

●安心な暮らしを共に支えあうまちづくり
に関すること

●川崎港及び周辺地域の活性化に関す
ること など

イオン（株）

●川崎版ＷＡＯＮカードの活用に関すること
●芸術・文化の振興に関すること
●地球に優しいまちづくりに関すること など

大和ハウス工業（株）

●安心した暮らしを実現する福祉に関す
ること

●環境に配慮したまちづくりに関すること
●地域活性化のためのまちづくりに関す

ること

川崎信用金庫

●地域経済の活性化
●)緑と潤いのあるまちづくり
●安全・安心のまちづくり
●賑わいと支えあいのまちづくり
●こどもの未来を育むまちづくり

企業との連携協力に関する取組企業との連携協力に関する取組
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売上高：4,762,445百万円
従業員数：162,000人

売上高：3,781,267百万円
従業員数：6,567人

川崎市内にある東京新聞販売
店の集まり

営業収益：6,395,142百万円
グループ従業員数：420,000人

川崎市内にある読売新聞販
売店の集まり

営業収益：2,869,945百万円
従業員数197,291人

売上高：1,429,886百万円
従業員数：14,380人

経常収益：28,543百万円
職員数：1,435人



◎生活保護受給者100名の雇用創出

渡邉社長が100名雇用達成を報告

アイエスエフネットグループとの協働の取組アイエスエフネットグループとの協働の取組
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【株式会社 アイエスエフネット】
○2001年に4人で創業

・渡邉幸義社長
・従業員数：1,870人

○グループの大義
・Eco＆Employment(環境保全と雇用の創出)

○業務内容
・障がい者、シングルマザーなどの就労困難者の
雇用確保



ダンウェイ株式会社との協働の取組ダンウェイ株式会社との協働の取組

◎「ICT治具」の開発・活用

＜ICT治具とは・・・＞

ダンウェイ株式会社とインテル株式会社との協働で開発した、障がい者
や高齢者にも使いやすく、数人で作業を分担することもできるホームペー
ジ制作ソフト
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【ダンウェイ株式会社】
○2011年1月設立

・高橋陽子代表取締役
○主な事業
・障がい者就労支援事業
・障がい者雇用支援事業
・障がい者雇用事業
・障がい者就労支援・雇用指導者育成事



◎NPO法人ピープルデザイン研究所との包括連携協定の締結

NPO法人ピープルデザイン研究所との協働の取組NPO法人ピープルデザイン研究所との協働の取組
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【NPO法人 ピープルデザイン研究所】
○2011年4月設立
・須藤シンジ代表理事

n スポーツやエンターテイメントといったコン
テンツを通じて、障がい者などが社会に自然
と混じり合う多様性（ダイバーシティ）のま
ちづくりを推進

n 2014年7月に包括連携協定を締結

須藤代表理事と市長による

協定締結式（2014.7.15)

《主な取り組み》
l サッカーなどのスポーツ会場で就労体験
l かわさきハロウィンイベントをサポート
l ブランドサッカー体験の実施



◎コミュニティビジネス支援の取組

NPO法人ぐらす・かわさきとの協働の取組NPO法人ぐらす・かわさきとの協働の取組

○ コミュニティビジネスの起業する人などの相談窓口の設置
○ 講座、イベントなどの情報をメールマガジンで配信
○ かわさきコミュニティビジネス支援セミナーの開催
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◎「かわさき市民しきん」を設立

【NPO法人 ぐらす・かわさき】
○2001年6月設立

・町田（中園）浩子理事長
・田代美香事務局長
・広岡希美事務局次長

○ぐらす・かわさきの思い
・日々を暮らしている自分たちの大切な地域を安心で豊かなところにしたい

＜かわさき市民しきんとは・・・＞
○市民のお金を地域課題解決の取組につなぐ、
市民のお金の縁結びをする仕組み

○「お金の地産地消」



協働の取組の今後の展望協働の取組の今後の展望

ローカルな社会課題は、グローバルな社会
課題と表裏一体です。今後、国を越えて連携を深

め、ローカル＝グローバルな課題解決に向けて

「協働」を進めていきます。
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川崎市は、市民活動団体、社会的企業、大企業など多

様な主体と、協働・連携して、さまざまローカル
な課題の解決に取り組んでいます。

今回のＧＳＥＦ2014は、そうした国際連携の場
として、高く評価できるものであり、大いに期待
をしています。


